
令和５年度 新潟市犯罪被害者等支援推進会議 会議概要 

 

◆会議概要 

○日時：令和５年１１月１３日（月）午前１０時００分～午前１１時４５分 

○場所：新潟市役所 ３階 対策室３ 

○出席者 

・委 員 

丹羽委員、井口委員、中曽根委員、大花委員、高橋委員、小林委員 以上６名 

 

・事務局 

市民生活課長 同課安心・安全推進室長 同室職員２名 

・傍聴者３名（うち報道１名） 

 

◆次 第 

１．開会 

２．市民生活課長あいさつ 

３．議事 

(1) 犯罪被害者等支援アンケート調査結果等について 

(2) 新潟市における犯罪被害者等支援に関する取組等について 

(3) 国における犯罪被害者等支援の推進について 

４．その他 

５．閉会 

 

【主なご意見・ご質問等】 

議事 （１）犯罪被害者等支援アンケート調査結果等について 

○令和４年度に行った犯罪被害者等支援に関するアンケート調査結果について、事務局か

ら説明がありました。 

 ・条例の周知度が低いため、より周知を行う必要があるという意見がありました。 

 ・市報や自治会の回覧板制度などを利用し、犯罪被害者等支援について、関係団体の制度

等も含め、周知を行ってほしいという意見がありました。 

 

議事 （２）新潟市における犯罪被害者等支援に関する取組等について 

○新潟市における犯罪被害者等支援に関する取組実績等について、事務局から説明があり

ました。 

 ・カウンセリング費用助成の申請がない理由について、質問がありました。 

 



 ・市営住宅の抽選に落選した犯罪被害者等に対して、支援策があるかという質問がありま 

した。 

・給付型の支援制度の対象に、過失による犯罪被害を含めるなどの制度拡充の予定はある

かという質問がありました。 

・給付型の支援制度の支給実績が少ないと、予算が減少することが考えられるが、犯罪被

害という性質上必要予算が見込めない部分があるため、大雪対策同様保険的に一定の予

算は確保してほしいという意見がありました。 

 

議事 （３）国における犯罪被害者等支援の推進について 

○国における犯罪被害者等支援の推進について、事務局から説明がありました。 

 ・犯罪被害者等が必要な補助等を、手続き窓口で犯罪被害者である旨を伝えられなかった

ことによって、補助等を受けられなかったということがないように、各種手続きをする

際に、犯罪被害に遭われた方か確認ができる問診票のようなものがあるとよいのではな

いかという、意見がありました。 

 

 

◆会議資料 

資 料 １ ：新潟市犯罪被害者等支援に関する調査（集計レポート） 

資 料 ２ ：新潟市犯罪被害者等支援推進計画進捗管理表 

資料２－１：犯罪被害者等支援に特化した主な取組事例（まとめ） 

資 料 ３ ：犯罪被害者等施策推進会議決定に基づく取組状況 

参考資料１：福祉・介護・健康フェア in2022 におけるアンケート結果 

参考資料２ ：中学 3 年生向け犯罪被害者等支援リーフレット 

参考資料３：事業者向け犯罪被害者等支援リーフレット 

参考資料４：犯罪被害者等施策の一層の推進について【警察庁発出文書】 

参考資料５：犯罪被害者等給付金の生活保護制度上の取扱いについて【厚生労働省発出文書】  

参考資料６：犯罪被害者等の保護・支援に係る雇用保険制度における適切な対応について【厚生労働省発出文書】 

参考資料７：犯罪被害者等の保護・支援に係る適切な対応について【国税庁発出文書】 


